
生涯学習で「元気な入間」の実現へ
生涯学習とは・・・・

一人一人が、健康で豊かな生活を営むことや、仕事に役立つ知識や技術を身
につけたり、生きがいのある充実した人生にするために、自分の意思に基づき、
必要に応じて自分に適した手段や方法を選んで、生涯を通じて行う学習活動
のこと

まちの先生講座10年間のまとめ
（2012～2021年度）

入間市生涯学習をすすめる市民の会
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「だれもが生涯にわたって、いつでも、どこでも学ぶことができ、学
んだことを暮らしや地域に活かすことのできるまち」を目指します。
キーワード：いるまなびと（地域の仲間と学ぶ市民）

ビジョン： いるま生涯学習プラン２１ 第4次生涯学習推進計画



まちの先生
リスト登録者

まちの先生の位置づけ

仲間に教えるいるまなびと

地域の仲間と学ぶいるまなびと

まなびを活かすいるまなびと

＜学びの活用＞

頑張る市民（自分へのチャレンジ）

切っ掛けが欲し
い・・

仲間に教えたい・・

学びの成果を
活かしたい・・

仲間に教えることで、自らの学びを深める「いるまなびと」
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＜学びの深化＞

＜仲間／地域へ＞

個人で学ぶ市民

２つの出番：
１．依頼による派遣
２．まちの先生講座

いるまなびと：地域の仲間と学ぶ市民



まちの先生講座は「まちの先生がまちの教室でまちの生徒に教える場づく
り」を具体化する新規事業として2012年度にスタート。毎年講座を開催して

2021年度に10回目を迎えた。

まちの先生講座の基本要素
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＜まちの先生＞

＜まちの教室＞

＜まちの生徒＞

まちの先生
リスト対象

＜まちの教室・事務室＞

出席

出講

時間割

場所割

募集：開催告知・PR

応募

募集：開催告知・PR、更なる先生募集

応募

１）先生対応
1-1）まちの先生リスト管理
1-2）募集および応募管理
２）場所対応
活動室の予約、（実施当日管理）
３）市民対応

3-1）募集および応募管理



これまで10年間の実績

• 10年間に237講座を開講して、延べ3,730名の市民が受講
特徴：2016年減少（イルミン工事、冬季募集）、2019年急増（拡張型の５講座）

2020年減少（コロナ禍での外出自粛）、 2021年は回復傾向
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（２） 講座数と実施コマ数
講座総数 237

実施コマ総数 529

（１） 登録受講生数と延べ受講生数（名）
延べ受講生総数 3,730名
登録受講生総数 1,725名



これまで10年間の実績（つづき）

• 10年間で「いるまなびと登録」が増加して、リピータが増える
１）郵便登録（講座案内を郵送） ２）メール登録（毎月メルマガ配信、講座案内）
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（3） いるまなびと登録数 合計530名
郵便登録総数 301名
メール登録総数 229名



10年間の総まとめ

• 良かった点
– 毎年30超えの講座企画に多数の市民が応募（237講座に延3730名）

– 受講した市民より高い評価（満足度、費用面）

– いるまなびと登録により学びに熱心なリピータを囲込み

– 講座終了後にサークル化が10以上達成された

• 改善すべき点
– 講座の準備/運営などでスタッフ不足が顕著

→ 先生／受講生に「市民手作り」を浸透していく

– 短期間だと講師や受講生の繋がりが希薄になる傾向
→ 講座実施期間/回数を増やす方向（拡張型講座へ）

– 新規の先生についてフォローアップが不十分な面あり
→ 新規の先生を対象としたオリエンテーションを検討
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